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1. 2023年3月期第3四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 8,801 6.4 497 △21.7 518 △20.3 318 △18.9

2022年3月期第3四半期 8,273 23.9 636 120.3 650 106.3 392 125.7

（注）包括利益 2023年3月期第3四半期　　448百万円 （6.7％） 2022年3月期第3四半期　　420百万円 （154.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第3四半期 2.34 ―

2022年3月期第3四半期 2.86 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第3四半期 17,401 11,757 64.8

2022年3月期 16,846 11,510 65.7

（参考）自己資本 2023年3月期第3四半期 11,279百万円 2022年3月期 11,064百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 1.00 1.00

2023年3月期 ― 0.00 ―

2023年3月期（予想） 1.00 1.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,500 4.3 620 △17.8 640 △18.6 355 △35.3 2.60

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期3Q 143,611,765 株 2022年3月期 143,611,765 株

② 期末自己株式数 2023年3月期3Q 7,865,207 株 2022年3月期 7,141,106 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期3Q 136,131,941 株 2022年3月期3Q 137,518,498 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）3ページ「1.（3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症による悪化影響が緩和してきたも

のの、原油をはじめとする資源価格の高騰に伴う世界的なインフレなどの懸念材料から先行きは不透明な状況とな

っております。

当社グループの主要取引先である自動車業界においては、円安による輸出を背景として工場稼働が回復基調にな

ってきておりますが、半導体及び部品供給の逼迫によるメーカーの稼働調整は依然として懸念され、先行きの生産

活動が見通しづらい状況となっております。

当社グループにおいては、状況に応じて必要な感染対策を講じながら、経費削減及び営業力の強化等により業績

の向上に努めております。

その結果、当第３四半期の経営成績は、売上高8,801百万円（前年同四半期比6.4％増）、営業利益497百万円（前

年同四半期比21.7％減）、経常利益518百万円（前年同四半期比20.3％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益

は、318百万円（前年同四半期比18.9％減）となりました。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

（金属製品事業）

金属製品事業におきましては、受注が堅調に推移しましたが、原材料等の価格上昇により、売上高は5,871百万円

（前年同四半期比4.1％増）、営業利益は393百万円（前年同四半期比27.1％減）となりました。

（電線・ケーブル事業）

電線・ケーブル事業におきましては、受注が堅調に推移した結果、売上高は1,204百万円（前年同四半期比11.4％

増）、営業利益は73百万円（前年同四半期比24.6％増）となりました。

（不動産事業）

保有不動産におきましては、安定した稼働率の確保に努めており、売上高は172百万円（前年同四半期比2.9％

減）、営業利益は77百万円（前年同四半期比11.9％減）となりました。

（化成品事業）

化成品事業におきましては、受注が堅調に推移した結果、売上高は1,518百万円（前年同四半期比13.5％増）、営

業利益は122百万円（前年同四半期比13.2％増）となりました。

（その他の事業）

その他の事業については、売電事業から構成されており、売上高は34百万円（前年同四半期比2.1％減）、営業利

益は８百万円（前年同四半期比25.1％減）となりました。

　



株式会社ヤマシナ(5955) 2023年３月期 第３四半期決算短信

3

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて313百万円（3.8％）増加し、8,598百万円となりました。これは、受取手

形及び売掛金が221百万円、商品及び製品が149百万円増加し、現金及び預金が196百万円減少したこと等によるもの

であります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて242百万円（2.8％）増加し、8,803百万円となりました。これは、有形固

定資産のその他（純額）が220百万円増加したこと等によるものであります。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて388百万円（11.9％）増加し、3,641百万円となりました。これは、支払

手形及び買掛金が277百万円、流動負債のその他が103百万円増加したこと等によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べて80百万円（3.9％）減少し、2,002百万円となりました。これは、長期借

入金が98百万円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べて247百万円（2.1％）増加し、11,757百万円となりました。これは、親会社

株主に帰属する四半期純利益の計上が318百万円、配当の実施が136百万円等により利益剰余金が182百万円増加し、

為替換算調整勘定が93百万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2022年10月31日に公表いたしました通期の連結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,656,496 2,460,342

受取手形及び売掛金 2,529,589 2,750,957

電子記録債権 722,951 767,031

商品及び製品 984,424 1,134,065

仕掛品 551,256 590,249

原材料及び貯蔵品 682,101 755,109

その他 161,007 144,100

貸倒引当金 △2,762 △3,458

流動資産合計 8,285,065 8,598,398

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,423,061 1,386,790

土地 5,229,888 5,229,888

その他（純額） 1,070,328 1,291,286

有形固定資産合計 7,723,277 7,907,965

無形固定資産

のれん 26,378 18,720

その他 40,934 33,923

無形固定資産合計 67,312 52,643

投資その他の資産

その他 779,010 852,216

貸倒引当金 △8,457 △9,337

投資その他の資産合計 770,553 842,879

固定資産合計 8,561,144 8,803,488

資産合計 16,846,209 17,401,886

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,469,723 1,746,875

短期借入金 705,428 879,288

未払法人税等 136,468 42,612

賞与引当金 143,963 74,417

株主優待引当金 11,267 9,043

その他 786,035 889,277

流動負債合計 3,252,887 3,641,514

固定負債

長期借入金 150,918 52,469

退職給付に係る負債 567,651 589,337

役員退職慰労引当金 45,250 48,350

資産除去債務 113,904 114,076

その他 1,204,945 1,198,246

固定負債合計 2,082,669 2,002,480

負債合計 5,335,557 5,643,994
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 90,000 90,000

資本剰余金 6,433,020 6,433,020

利益剰余金 3,415,012 3,597,376

自己株式 △331,730 △381,727

株主資本合計 9,606,302 9,738,669

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 21,704 10,468

土地再評価差額金 1,429,321 1,429,321

為替換算調整勘定 7,299 101,058

その他の包括利益累計額合計 1,458,325 1,540,849

非支配株主持分 446,023 478,373

純資産合計 11,510,651 11,757,892

負債純資産合計 16,846,209 17,401,886
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 8,273,346 8,801,264

売上原価 6,410,489 6,978,896

売上総利益 1,862,857 1,822,368

販売費及び一般管理費 1,226,689 1,324,449

営業利益 636,167 497,918

営業外収益

受取利息 2,229 2,503

受取配当金 2,150 4,150

為替差益 1,335 9,187

その他 18,434 15,774

営業外収益合計 24,150 31,616

営業外費用

支払利息 5,184 4,872

支払手数料 1,679 3,289

その他 2,665 2,922

営業外費用合計 9,529 11,085

経常利益 650,788 518,449

特別利益

固定資産売却益 36,786 2,415

特別利益合計 36,786 2,415

特別損失

固定資産除却損 800 1,721

特別損失合計 800 1,721

税金等調整前四半期純利益 686,774 519,143

法人税、住民税及び事業税 241,664 166,399

法人税等合計 241,664 166,399

四半期純利益 445,109 352,744

非支配株主に帰属する四半期純利益 52,209 33,909

親会社株主に帰属する四半期純利益 392,899 318,834
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益 445,109 352,744

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △2,862 △13,537

為替換算調整勘定 △21,821 109,320

その他の包括利益合計 △24,683 95,783

四半期包括利益 420,425 448,527

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 373,083 401,358

非支配株主に係る四半期包括利益 47,342 47,169
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

また、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、重要な加減算項

目を考慮し、法定実効税率を使用して計算しております。

　




